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幸福実現革命へ向け、一歩進める
今年４月の統一地方選挙におきまして、わが

党は全国の皆様よりご支援を受け、地域の皆様
の幸福実現のため、戦いを進めてまいりました。
そのお力添えにより、公認 40名、推薦 15名を
擁立し、公認５名、推薦３名が当選を果たしま
した。

加藤幹事長は、選挙結果について以下のよう
にコメントしました。「今回、皆様のご支援、ご
尽力により、複数名の当選者が誕生いたしまし
た。しかし、残りの候補者につきましては厳しい
結果となり、幹事長として、ひとえに責任を痛感
する次第であります。

今回、厳しい選挙戦を勝ち抜いて見事、当選
を果たす候補者が全国に複数出たことは、私た
ちにとって大いなる喜びであり、また、幸福実
現革命の成就に向けた誠に意義深い、大いなる
一歩でもあります。今後は当選者たちを筆頭に、
新しい国づくりの思いを市政・町政に具体化し
てまいります。

今回の地方選をしっかりと総括し、次へとつな
げてまいります。多大なるご支援、ご協力をいた
だきました皆様には心より感謝申し上げます」

さらなる飛躍に向けて、
党としての課題解決に取り組む

今回の選挙では大きな前進を果たしましたが、

釈党首は、今後のさらなる飛躍に向けて、党と
して課題解決に取り組んでいくとコメントしま
した。「幸福実現党として、自己変革が必要と
なっています。特に、候補者一人ひとりの姿勢
や考え方、組織としての活動のあり方のなか
で、宗教政党としての力を十分に生かし切れて
いない点を改善してまいります。

また、有権者の皆様に日ごろから丁寧に接
し、お一人おひとりのお困りごとや、お願い事
をしっかりと耳で聴いて、誠実に具体的にお応
えしてまいります」

皆様から信頼いただける政党を
目指して

また、釈党首は、今回の統一地方選をステッ
プとして、今後の抱負について以下のように語
りました。

 「わが党が、国民の皆様から信頼いただける
国民政党となり、輝かしい日本の未来を切り拓
く力となっていくべく、どこまでも精進に精進を
重ねてまいります。

また、来年の参院選勝利に向けましては、皆
様のご支援を心よりお願い申し上げます」

幸福実現党は、未来型責任政党へと飛躍す
ることを目指して、今後とも全力を尽くして 
戦ってまいります。
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当選した公認候補者
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地域の幸福実現を願って、
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（59歳・宗教法人幸福の科学支部長）

「この街が大好き」と言って 
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住民一人ひとりの悩みやご意
見に耳を傾けてまいります。
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祖国愛のため奮闘した英霊の姿に涙した
今年 4 月の天皇皇后両陛下のご訪問に先立

ち、３月下旬、ペリリュー島に赴きました。
ペリリュー島は、先の大戦屈指の激戦が行わ

れた地です。米軍約４万人に対し、中川州男大
佐率いる日本軍守備隊の約１万人は、洞窟を
陣地として使うなどしながら 70 日以上にわたり
徹底抗戦しました。

私は激しさを物語るペリリュー島の戦跡を巡
り、英霊たちが祖国愛のために必死に戦ったこ
とを知って、思わず涙しました。

同島には、英霊たちの遺骨がいまだ 2600 柱
ほど残されています。日本政府に対しては、国
家の責任としてすみやかに遺骨収集を進めとと
もに、英霊の御霊をなぐさめるべく、天皇陛下
の靖国神社御親拝再開へ向けた環境整備を行
うことを求めます。

懸念されるパラオの安全保障
また、今回、私がパラオを訪れて驚いたこと

は、中華系の進出でした。
都市部には中華系のホテルが溢れており、街

を歩けば中国人だらけ。パラオは人口わずか 2
万人余りの島国です。産業もなく、出国税・環
境税などの税収や、観光・ダイビングなどのレ
ジャー産業を生業としています。そこに中華系
の外資が流れ込んでいるのです。

また、中国は、第二列島線といって、伊豆・
小笠原諸島からグアム・サイパンを経てマリア
ナ諸島群を結ぶ海域を自国の領域にするとい
う意思を表示していますが、パラオはその第二
列島線の南端にある島なのです。

そして、パラオは 1994 年に独立しています
が、日本には、パラオ独立をモデルに琉球独立
論を唱える識者もいます。琉球独立運動とは、

沖縄が中国に組み入れられる流れにほかなら
ず、日本及びパラオなどの、この海域に位置す
る国々の安全保障についても懸念を持たずに
はいられませんでした。

自虐史観を一掃し、憲法改正への機運を作れ
戦後 70 年経ち、日本は自国の安全保障の手

足すら縛る体制を変えていかなければならない
でしょう。憲法改正を目指し、まずその前段階と
して、先の大戦で日本がアジア諸国を侵略したと
いう「自虐史観」を払拭しなければなりません。

先の大戦は、わが国の正当な自衛権の行使と
してなされたものです。幸福実現党としては、こう
した誤った歴史認識を糺すため、現在、自虐史観
を一掃するための署名活動を全国で行っていま
す。その署名により、安倍晋三首相が今夏発表す
る新談話に対し、河野・
村山両談話を白紙撤
回し、正しい歴史観に
基づく日本の姿勢を内
外に鮮明にすることを
要求します。

わが党は、今後とも、
こうした日本の歴史観を
見直す活動に全力で取
り組んでいく所存です。

戦後 70 年の今、日本のあるべき姿を語り合う
 「イスラム国」による日本人人質事件や沖縄

米軍基地移設問題など、日本としての在り方を
問われる問題が国内外で続いています。そうし
た世相を見るに、いま必要なことは、政界の利
権や、戦後教育の影響、マスコミ世論などのし
がらみを超えた、日本のあるべき姿についての
率直な議論ではないでしょうか。

本書では、「いい国つくろう」とあるように、
「戦後 70 年経ち、この国はどうあるべきか」を
大川紫央総裁補佐と本音で語り合いました。
日本は“新たな冷戦”に備えよ

国内外の情勢、経済、政治は日々変わってい
くので、「現状維持こそが平和である」という考
えは間違いです。

特に、現在、経済的・軍事的に台頭する中
国の勢力圏と、日米の勢力圏とによる “ 新たな
冷戦 ” が始まろうとしています。

今年 4 月、中国が設立を主導する AIIB（ア

ジアインフラ投資銀行）に、欧州諸国など 57
カ国が参加しました。その意味するところは、ア
メリカ主導の IMF や、日米主導の ADB（アジ
ア開発銀行）、TPP などに対抗した中国による
国際秩序への挑戦です。

また、中国は、日本の石油輸入量の 80% が通
る海上輸送路「シーレーン」を包囲するように
AIIB 参加国を増やしています。「シーレーン」を
含むアジアの海域を支配されれば、中国の手に
よって日本の石油輸入が止められかねないもの
となります。日本としては、「シーレーン」防衛の
ためにも、沖縄の米軍基地は重要なのです。

日本の新たな国づくりを目指す
そうした問題を解決するには、トータルな戦

略や個別な戦略が必要であるとともに、「地球
全体から見た正義はどこにあるのか」を問わね
ばなりません。そうしたとき、「神仏はどう世界
を見ておられるのか」という視点に行き着かざ
るをえません。本来、政治と宗教は一体のもの
です。仏教の教えの「正見」とは、ありのままに
物事を見ることですが、リアリスティックに見て、
今やらなければらないことを正直に対応すると
ころが幸福実現党の強みです。

私たちは、政治を素晴らしいものとすること
で、日本が太陽のように世界を照らす国になれ
ると信じています。そうした新たな国づくりとし
て、わが党では、戦後 70 年の本年、自虐史観
を払拭し、日本の誇りを取り戻す活動に力を入
れています。どうか、私たちの活動に、お一人
でも多くの皆様のご賛同をお待ち申し上げる次
第です。

大川紫央総裁補佐と釈量子党首の共著による最新刊が発刊。
同書に込めた思いを、釈党首に訊きました。

3月21日から 25日にわたるパラオ共和国・ペリリュー島を訪問した釈党首に、今の思いを訊きました。

釈 量子 1969年生まれ。國學
院大學文学部史学科卒業。大
手企業勤務を経て、1994年に
宗教法人幸福の科学に入局。

『ザ・リバティ』編集部、学生局
長、青年局長、常務理事などを
歴任。2013年7月より現職。

日本を太陽のように輝く国へ

4 月 12 日、ユートピア活動推進館で行われた発刊記念セミ
ナーの様子。釈党首は七海ひろこ財務局長と対談した。

自虐史観を糺し、祖国を守った英霊の名誉回復を

クニオ・ナカムラ
元パラオ共和国 
大統領と

先の大戦当時、パラオ
本島にいたサントスさん
にインタビューを行った

ペリリュー島にて、英霊への供
養のため大川談話を読み上げた

ペリリュー島の日本人慰霊碑に
て祈りを捧げる

今も留められている戦跡を視察した

ペリリュー島
訪問レポート

『いい国つくろう、ニッポン！』発刊インタビュー


